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タイムライン防災について
〔その２〕

町は、住民の命を守ることを目的に、防災関係機
関と連携したタイムライン防災に取り組んでいます。
平成30年北海道胆振東部地震では、川の堤防への
亀裂や山腹の崩壊、大規模な土砂流出による河道閉
塞（土砂による川のせき止め）および厚真ダムの被
害に加え、台風シーズンでもあったため緊急かつ応

急対策として、「厚真地区緊急対応タイムライン」
を策定して現在も運用しています。台風の接近・前
線の影響等による大雨、融雪（雪解け）による厚真
川の洪水と町内全域の土砂災害を対象に、早めの避
難を呼びかけます。自治会、個人や家庭で作るタイ
ムラインと連携することでより効率的になります。

住民が安全に避難できるよう、防災上の現状や課題を踏まえ
町と防災関係機関が連携して防災対策方針や避難に係るルールを計画する。

・避難情報発令の判断、関係機関との連携は？
・住民への避難情報の周知は？

・安否確認や避難状況の報告など、住民に求める行動は？
・避難所の開設時期、運営要領、物資の準備は？　など

自治会や自主防災組織が主体となって、地域住民が安全に避難できるよう
避難支援体制や地域が連携した防災行動を計画する。

・防災情報の収集と共有は？
・避難のタイミング、役場や支援団体等との連携は？

・住民への情報提供、要配慮者等の避難支援は？
・安否確認、避難状況の報告は？　など

災害時に住民一人ひとりが安全を確保できるよう、個人・家族等の防災行動を計画する。
・いつ、どこへ避難？（避難所または親戚・友人・知人宅）
・高齢者等の要配慮者への避難は誰が支援？

・災害時の連絡方法は？
・災害に備え準備する物は？　など

厚真町のタイムライン防災への取り組み

各タイムライン防災の連携

台風の
発生・接近

情報共有
（気象・河川等）

対面またはオンライン会議

運用会議の開催
（町・関係機関協議）

計画に基づいた事前防災行動
・情報収集と共有　・避難情報の発令
・避難の周知　・関係機関との連携

など

防災上の課題・要望例
・ 地域住民への呼びかけのため 

避難情報を早くだしてほしい。
・安全な避難所が少ない。

防災上の課題・要望例
・祖父母の避難を手伝ってほしい。
・道路の冠水状況を教えてほしい。

防災対応の支援・住民へのお願い例
・空振り覚悟で早めに避難情報を発令します。
・ 垂直避難や要配慮者の避難支援を地域で 

検討してください。

防災対応の支援・住民へのお願い例
・地域で協力して避難支援します。
・自宅周辺の道路状況を教えてください。

厚真町と各防災関係機関が作成・運用する『厚真地区緊急対応タイムライン』

自治会や自主防災組織などが作成・運用する『コミュニティタイムライン』

個人や各家庭で作成・運用する『マイタイムライン』

2023年６月号2023年６月号 20


